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【令和２(2020)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（意見等） 

本研究は、多孔性配位高分子（PCP）の新規な構造制御、機能開発を内容とするものである。具体的

には、動的 PCP の界面応答や接合界面の評価、空間ドメインの融合化、機能的連携 Flow のマルチス

ケールモデリングを計画しており、PCP を多孔性材料としてのみみなす他の研究と一線を画すもので

ある。 

これまでに、温度刺激による動的分子を介したチャネル開閉と、内部へのガス拡散制御を達成してい

ることに加えて、原子間力顕微鏡による PCP 単結晶表面の動的挙動の直接観測にも成功している。ま

た、これらの研究成果は、一流の国際学術誌での論文発表も行っている。今後は、溶融 PCP の界面科

学への新しい展開や、計算科学支援による進展を期待する。 


